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〈指導者の言葉〉 
 

本校では，「国語総合」の授業の中で，主体的に想像し表現する力を身に
付ける指導を行ってきました。本生徒も創作活動をはじめとする言語活動の
中で，自身が感じとったものや自身の心情を文章で表現するという力が身に
付いてきたと感じています。 

 本作品では戦争の悲しみに目を向け，時代とともに我々の意識から戦争
が薄れていくことに危機感を持ち，戦争の記憶を継承していくことの重要性
を述べています。また，この読書をきっかけとして始めた平和学習を通して，
感じた思いやこれからの平和への思いを素直かつ情感豊かな言葉で述べら
れている点が魅力の作品です。 

 広島県で生まれ育ち，戦争や平和について考える機会が多かった本生徒
だからこその行動や思い，言葉であるように感じます。 

 


